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平
成
二
十
八
年
度

万
葉
集
東
歌
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日

～
東
歌
の
宝
庫
・
古
代
ぐ
ん
ま
～
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◎
万
葉
集
の
原
本
と
写
本
・
版
本

①
万
葉
集
の
原
本
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
万
葉
集
が
成
立
し
た
頃
は

ま
だ
ひ
ら
が
な
も
カ
タ
カ
ナ
も
発
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
原
本
は
漢
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
例
え
ば
歌
は
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
平
安
時
代
に
な
る
と
、
漢
字
ば
か
り
の
万
葉
集
を
読
む
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
天
暦

五
年
（
九
五
一
）
、
村
上
天
皇
は
宮
中
の
昭
陽
舎
（
梨
壺
）
に
置
い
た
撰
和
歌
所
の
五
人
の
寄
人
た

ち
に
命
じ
て
、
万
葉
集
に
訓
を
附
け
さ
せ
た
。
こ
の
五
人
を
「
梨
壺
の
五
人
」
と
呼
ぶ
。
大
中
臣
能

宣
、
源
順
、
清
原
元
輔
、
坂
上
望
城
、
紀
時
文
と
い
っ
た
面
々
で
あ
る
。
こ
の
時
に
附
け
ら
れ
た
訓

を
古
点
と
呼
ぶ
。
こ
の
写
本
も
今
日
に
は
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
桂
本
万
葉
集
は
そ
の
面
影
を
伝

え
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
桂
本
の
一
首
を
例
示
す
る
。

現
世
尓
波

人
事

繁

来
生
尓
毛

将
相
吾
背
子

今
不
有
十
方

（
巻
四
・
五
四
一
）

こ
の

よ

に

は

ひ
と

ご
と

し
げ
し

こ
む

よ

に

も

あ

は

む

わ
が

せ

こ

い
ま

な

ら

ず

と

も

現
世
に
は
人
言
繁
し
来
む
生
に
も
逢
は
む
わ
が
背
子
今
な
ら
ず
と
も

こ
の

よ

ひ
と

ご
と

こ

よ
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③
以
後
、
こ
う
し
た
形
式
の
写
本
が
作
ら
れ
て
ゆ
く
。
鎌
倉
中
期
に
な
っ
て
仙
覚
と
い
う
学
僧
が
登
場

し
、
当
時
伝
来
し
て
い
た
万
葉
集
の
写
本
を
多
数
つ
き
合
わ
せ
て
校
訂
本
文
を
作
成
す
る
。
こ
の
仙

覚
の
手
を
経
て
い
な
い
万
葉
集
諸
本
を
次
点
本
（
ま
た
は
非
仙
覚
本
）
と
呼
ぶ
。
平
安
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
中
期
ま
で
に
写
さ
れ
た
写
本
は
全
て
次
点
本
で
あ
る
が
、
鎌
倉
中
期
以
降
に
写
さ
れ
た
写
本

に
も
次
点
本
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
近
年
発
見
さ
れ
た
廣
瀬
本
は
江
戸
時
代
の
書
写
な
が
ら
、
次
点

本
で
あ
る
。
次
点
本
の
多
く
は
、
原
文
と
訓
と
を
別
行
に
書
い
て
い
る
。

④
仙
覚
は
、
万
葉
集
の
注
釈
も
著
し
て
い
る
万
葉
学
者
で
あ
る
。
精
力
的
に
万
葉
集
の
諸
本
を
収
集
し
、

何
次
に
も
亙
っ
て
万
葉
集
を
校
訂
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
業
績
で
あ
っ
た
の
で
、
仙
覚
以
後

は
、
仙
覚
が
作
成
し
た
校
訂
本
文
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
系
統
の
写
本
を
新
点

本
（
ま
た
は
仙
覚
本
）
と
呼
ぶ
。
新
点
本
は
、
原
文
の
脇
に
ふ
り
が
な
形
式
で
訓
を
附
し
て
い
る
。

⑤
江
戸
初
期
に
木
活
字
の
万
葉
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
原
文
の
み
で
訓
の
な
い
活
字
無
訓
本
と
、
そ
れ
を

改
訂
し
て
訓
を
附
し
た
活
字
附
訓
本
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
活
字
附
訓
本
を
製
版
し
た
寛
永
版
本
が

刊
行
さ
れ
た
。
寛
永
版
本
は
広
く
長
く
流
布
し
た
が
、
も
と
も
と
活
字
無
訓
本
は
あ
ま
り
良
い
系
統

の
本
文
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
寛
永
版
本
も
善
本
と
は
言
え
な
い
。

◎
巻
十
四
（
東
歌
の
巻
）
の
写
本

①
次
点
本
に
は
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
が
複
数
残
っ
て
い
る
。
次
の
諸
本
で
あ
る
。

・
桂
本
（
平
安
中
期
）

・
藍
紙
本
（
平
安
中
期
）

・
元
暦
校
本
（
平
安
中
期
。
た
だ
し
巻
六
の
み
は
鎌
倉
初
期
か
）

・
金
沢
本
（
平
安
後
期
）

・
天
治
本
（
平
安
後
期
）

・
類
聚
古
集
（
平
安
末
期
）

②
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
全
二
十
巻
が
完
備
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
桂
本
は
巻
四
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
右
の
諸
本
の
う
ち
巻
十
四
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
元
暦
校
本
と
類
聚
古

集
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
次
点
本
は
、
廣
瀬
本
が
書
写
年
代
は
江
戸
時
代
ま
で
降
る
が
、
全
巻
完
備
し

て
お
り
、
巻
十
四
の
本
文
校
訂
に
使
用
で
き
る
。
新
点
本
で
は
、
鎌
倉
後
期
書
写
の
西
本
願
寺
本
が

書
写
年
代
も
古
く
（
仙
覚
か
ら
あ
ま
り
時
を
経
て
い
な
い
）
、
最
善
本
で
あ
る
。

③
従
っ
て
、
巻
十
四
の
本
文
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
廣
瀬
本
、
西
本
願
寺
本

が
主
要
な
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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◎
巻
十
四
の
本
文
異
同
の
実
例

①
三
三
九
九
番
歌

（
元
暦
校
本
）

（
類
聚
古
集
）

（
廣
瀬
本
）

（
西
本
願
寺
本
）

＊
信
濃
道
は
今
の
墾
道
刈
株
に
足
踏
ま
し
む
な
（
踏
ま
し
な
む
）
履
着
け
わ
が
背

し
な

の

ぢ

は
り

み
ち

か
り

ば
ね

く
つ

は

せ

※
踏
ま
し
む
な
…
…
「
し
む
」
は
使
役
。
（
馬
に
）
踏
ま
せ
る
な

踏
ま
し
な
む
…
…
「
し
」
は
尊
敬
、
「
な
」
は
完
了
、
「
む
」
は
推
量
。
（
あ
な
た
が
）
お
踏
み
な
さ
る
で
し
ょ
う
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②
三
四
〇
〇
番
歌

（
元
暦
校
本
）

（
類
聚
古
集
）

（
廣
瀬
本
）

（
西
本
願
寺
本
）

＊
信
濃
な
る
筑
摩
の
川
の

細

石
〔
左
射
礼
思
〕
も
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾
は
む

ち
ぐ

ま

さ
ざ
れ

し
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③
三
四
〇
三
番
歌

（
元
暦
校
本
）

（
類
聚
古
集
）

（
廣
瀬
本
）

（
西
本
願
寺
本
）

＊
吾
が
恋
は
現
在
も
悲
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
将
来
〔
於
久
〕
も
悲
し
も

あ

ま

さ

か

た

こ

い
り

の

お

く

※
伊
香
保
ろ
の
岨
の
榛
原
ね
も
こ
ろ
に
将
来
〔
於
久
〕
を
な
か
ね
そ
現
在
し
善
か
ば
（
三
四
一
〇
）

そ
ひ

は
り
は
ら

お

く

ま

さ

か

よ
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④
三
四
一
八
番
歌

（
元
暦
方
本
）

（
類
聚
古
集
）

（
廣
瀬
本
）

（
西
本
願
寺
本
）

＊

上

毛
野
佐
野
田
の
苗
の
占
苗
に
事
は
定
め
つ
今
は
如
何
に
せ
も

か
み
つ

け

の

さ

の

だ

な
へ

む
ら

な
へ

い

か
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◎
西
本
願
寺
本
万
葉
集
に
見
え
る
声
点

＊
声
点
（
し
ょ
う
て
ん
）
と
い
う
の
は
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
の
こ
と
。
点
の
位
置
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低

を
示
す
。
点
の
数
が
一
点
と
二
点
と
併
存
す
る
場
合
は
、
一
点
が
清
音
、
二
点
が
濁
音
。

＊
西
本
願
寺
本
万
葉
集
に
は
朱
墨
二
種
類
の
声
点
が
見
え
る
が
、
数
は
多
く
は
な
く
、
散
見
さ
れ
る
程

度
で
あ
る
。

①
三
四
〇
二
番
歌

②
三
四
九
四
番
歌

③
三
四
三
三
番
歌
（
部
分
）

木
垂
る
木
を

こ

だ

④
三
三
八
六
番
歌
（
部
分
）

葛
飾
早
稲
を

か
づ

し
か

わ

せ

⑤
三
三
八
七
番
歌
（
部
分
）

足
の
音
せ
ず

あ

お
と


